
以前、私はこちらのコラムで転写因子としてのステロイドがどのように細胞の核に入り

込み、炎症を抑制するかについて書きました。しかし、それ以外の遺伝子にどのような影

響を及ぼすかについては、説明しきれませんでしたので、そこで今回は“グルココルチコイ

ドレセプターによって制御される遺伝子の例”という英語の資料を元に、それについて解説

していきましょう。 

 黒字は原文、青字は日本語訳、赤字は私の解説になります。 

 

Examples of genes regulated by GR（グルココルチコイドレセプターによって調節される

遺伝子の例） 

（人間は副腎皮質でグルココルチコイドを生き続けるために必要なだけ毎日毎日作ってい

ます。このグルココルチコイドが過剰に体外から投与されると、機能が過剰になったり、

正常な機能の制御ができなくなります。グルココルチコイドによって制御される遺伝子は

他にもあるはずですが、分かればさらに後日追加し、解説していきます。） 

 

 

Gene Names 

（遺伝子の名前） 

Function 

（機能） 

Regulation 

（制御・抑

制か促進） 

Glutamine synthetase 

（グルタミン合成酵素） 

 

Amino acid metabolism 

（アミノ酸代謝） 

Up 

（促進） 

TAT(tyrosine amino transferase) 

（チロシンアミノ基転移酵素） 

Amino acid catabolism（アミノ酸異化） 

（チロシン分解の最初の反応を触媒する

酵素） 

Up 

（促進） 

Tryptophan oxygenase 

（トリプトファン酸化酵素） 

 

Amino acid catabolism（アミノ酸異化） 

 

Up（促進） 

PEPCK (liver)（肝臓） 

(phospho enol pyruvate carboxy 

kinase) 

（ホスホエノールピルビン酸カルボキ

シナーゼ） 

（オキサロ酢酸の、脱炭酸とリン酸化に

よってPEP(ホスホエノールピルビン酸)

を作る酵素。糖新生の調節点となる酵素

です。） 

Gluconeogenesis（糖新生） 

（アミノ酸や脂肪酸などの、炭水化物以外

の物質からブドウ糖を生合成することで

す。高等動物の主に肝臓と腎臓にこの機能

があります。） 

Up（促進） 



G6Pase（Glucose 6-phosphatase） 

（グルコース-6-ホスファターゼ） 

（グルコース-6-リン酸からリン酸部分

を除去する糖新生経路の酵素である。 

グルコースが細胞に 取り込まれると直

ちにリン酸化が起こるのは、これが拡散

してしまうのを防ぐためであります。） 

Gluconeogenesis（糖新生） Up（促進） 

Angiotensinogen（アンジオテンシノー

ゲン） 

（別名ハイパーテンシノーゲンともい

います。つまり高血圧に関わりのある物

質です。） 

Precursor of angiotensin I; 

vasoconstriction, electrolyte balance, 

etc.  

（アンジオテンシン１前駆体；血管収縮、

電解質バランス、その他） 

（肝臓で合成されて血中に放出された後、

レニンの作用によってアンジオテンシン

１を生成します。） 

Up（促進） 

Leptin（レプチン） 

（脂肪組織から分泌されるホルモンで

体脂肪の蓄えを調整します。obという遺

伝子によって作られるホルモン。） 

Energy metabolism（エネルギー代謝） Up（促進） 

VLDLR (Very Low Density 

Lipoprotein Receptor)（超低密度リポタ

ンパク受容体） 

（肝臓で生成されて血中に放出される。

約1:5の割合でコレステロールとトリア

シルグリセロールが含まれ、末梢組織に

トリアシルグリセロールを供給する。構

成するアポリポタンパク質としてアポ

リポプロテインB-100（apo B-100）、

アポリポプロテインC-II（apo C-II）、

アポリポプロテインE（apo E）がある。） 

Lipoprotein metabolism（リポタンパク代

謝） 

（脂質異常症といわれるのは総コレステ

ロールとLDLが高い人ですね。LDLはLow 

Density Lipoproteinのことであり、さら

に密度が低いLDLをVLDLというのです。

このVLDLと結びつくレセプターが

VLDLRであり、未熟な脳の発達に極めて

重要な役割を持っています。） 

Up（促進） 

PEPCK (adipose)（脂肪） 

(phospho enol pyruvate carboxy 

kinase) 

（ホスホエノールピルビン酸カルボキ

シナーゼ） 

（オキサロ酢酸の、脱炭酸とリン酸化に

Glyceroneogenesis（糖新生） Down（抑

制） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%82%9D%E8%87%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%83%9D%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA


よってPEP(ホスホエノールピルビン酸)

を作る酵素。糖新生の調節点となる酵素

です。） 

aP2 

（脂質シャペロンである脂肪酸結合タ

ンパク。シャペロンは物質を輸送するタ

ンパクのことです。） 

Intracellular lipid shuttling and 

metabolism 

（細胞内脂質輸送と脂質代謝） 

（シャトルとは、往復輸送するという意味

です。） 

Up（促進） 

GLUT4（Glucose transporter type 4） 

（グルコース輸送体４型）（インスリン

が分泌されると、細胞の内側にあるこの

GLUT４というタンパクが細胞の表面へ

移動します。血液中のブドウ糖を、筋肉

組織や脂肪細胞などに送り届ける役割

をはたしているのです。GLUTには12番ま

で存在し、例えばGLUT2は、主に肝臓に

おけるグリコーゲン生成に関与してい

ます。） 

Glucose transport（糖輸送）（２型の糖

尿病は、インスリンが充分あるにもかかわ

らず血糖が細胞内に取り込まれない場合

に起こります。これをインスリン抵抗性と

いいます。この原因のひとつは、ステロイ

ドホルモンが細胞のインスリンの受容体

に結びつくことにより、インスリンが結び

つくことができなくなるからです。ストレ

スの多い生活をしていると、自分でステロ

イドを出しすぎて糖尿病を作っているこ

とになります。） 

Up（促進）  

【補足】GLUT4の活性が低下する主な要因としては、加齢による代謝の低下やTNF-αがあるといわ

れますが、どうして感染症の炎症の最初に大食細胞が作るTNF-αが血糖を上げるのでしょうか？

TNF-αは、また脂肪細胞からも分泌されます。このTNF-αは、インスリン受容体チロシンキナーゼ

の活性を弱め、糖輸送能を著しく低下させてしまいます。なぜインスリン受容体チロシンキナーゼ

の活性が落ちるのでしょうか？ステロイドホルモンが増えるからです。なぜステロイドホルモンが

増えるのでしょうか？感染症に際して、副腎皮質から分泌されるコルチゾール（ステロイドホルモ

ン）や、単球（マクロファージ）から産生されるPGE2は、細胞膜を安定化させ（細胞を炎症から保

護し）、抗炎症作用を示します。生体は、感染症に際して、自分の細胞の膜を安定化させ、保護し

ようとして、抗炎症作用のある、コルチゾールや、PGE2を、増加させるためです。ついでに言えば、

風邪をひくとステロイドホルモンが出され、アトピーが良くなります。しかし風邪が治ったあとに

再びアトピーが悪くなるのは、感染症の最中はコルチゾールが増え、終わるとコルチゾールが減っ

てリバウンドが出るからです。） 

HSL（hormone-sensitive lipase） 

（ホルモン感受性リパーゼ） 

（リパーゼは脂肪を分解する酵素です

ね。その酵素は、様々なホルモンに出会

うと働き出します。そのホルモンは、エ

Lipolysis（脂肪分解） 

（脂肪組織の脂肪細胞内に存在し、脂肪細

胞内の中性脂肪（トリアシルグリセロー

ル）を、脂肪酸とグリセロール（グリセリ

ン）に加水分解します。中性脂肪はトリア

Up（促進） 

http://hobab.fc2web.com/sub2-fuhouwasibousann.htm#%83g%83%8A%83A%83V%83%8B%83O%83%8A%83Z%83%8D%81%5B%83%8B
http://hobab.fc2web.com/sub2-fuhouwasibousann.htm#%83g%83%8A%83A%83V%83%8B%83O%83%8A%83Z%83%8D%81%5B%83%8B


ピネフリン、ノルエピネフリン、ACTH、

TSH、MSH、グルカゴン、セロトニン、

甲状腺ホルモン、成長ホルモン、副腎皮

質ホルモンなどがあります。 

 逆に、インスリン、PGE1（プロスタ

グランジンE1）、アデノシンは、ホルモ

ン感受性リパーゼの作用を抑制する方

向に作用します。 

 HSLは、筋肉（骨格筋細胞や心筋細胞）

にも存在します。HSLは、筋肉の筋線維

間（遅筋線維の間）に存在するトリグリ

セリドを、運動時などに、分解し、生成

される遊離脂肪酸は、エネルギー源とし

て利用されます。） 

シルグリセロールや、トリグリセリドとも

いいます。皆さん、脂質異常症の方はTG

が高いと言われたことがあるでしょう。こ

のTはトリアシルやトリのTであり、Gはグ

リセロールやグリセリドのGでありま

す。） 

LPL（lipo protein lopase） 

（リポタンパクリパーゼ） 

（成長ホルモンは、脂肪組織のリポ蛋白

リパーゼ（LPL）の活性を、抑制（低下）

させます。 

逆に、インスリンは、脂肪組織のリポ蛋

白リパーゼ（LPL）の活性を、上昇させ

ます。） 

Lipid metabolism（脂質代謝） 

リポ蛋白リパーゼ（LPL）は、脂肪組織な

どで合成・分泌され、毛細血管の血管内皮

細胞表面（脂肪細胞外）に存在します。リ

ポ蛋白リパーゼ（LPL）は、細胞外で、血

液中の中性脂肪（トリグリセリド）を、遊

離脂肪酸とグリセロールに分解し、細胞内

（脂肪細胞内など）に、遊離脂肪酸を取り

込ませます。脂肪細胞では、リポ蛋白リパ

ーゼ（LPL）により分解されて取り込まれ

た遊離脂肪酸は、アシル-CoAを経て、中

性脂肪に再合成され、貯蔵される（LPLは、

脂肪細胞の中性脂肪貯蔵を促進します）。 

Up（促進） 

【補足】アシルCoAというのは、アシルコエンザイムAと読み、上に述べたように、脂肪酸の代謝

にかかる補酵素です。補酵素というのは、触媒である酵素の手助けをするタンパクであり、助酵素

ともいわれます。この補酵素にアシル基がつくと、アシルCoAになり、アセチル基がつくとアセチ

ルCoAになります。 

TNF-α（Tumor necrosis factor α） 

（腫瘍壊死因子） 

（TNF-αとは、サイトカインの1種であ

り、狭義にはTNFはTNF-α、TNF-β、

LT-α（リンホトキシンα）およびLT-β

Inflammation and apoptosis 

（炎症とアポトーシス） 

（mTNF-αとsTNF-αの２種類がありま

す。“m”は“membrane”の略であり「膜」

のことです。“s”は“soluble”の略であ

Down（抑

制） 

http://hobab.fc2web.com/sub2-kesshoubangyoushu.htm#%83Z%83%8D%83g%83j%83%93
http://hobab.fc2web.com/sub4-insulin.htm#%83C%83%93%83X%83%8A%83%93
http://hobab.fc2web.com/sub2-arakidonnsannkasuke-do.htm#PGE1
http://hobab.fc2web.com/sub2-lipoprotein.htm#%83%8A%83%7C%92%60%94%92
http://hobab.fc2web.com/sub2-lipoprotein.htm#%83%8A%83%7C%92%60%94%92
http://hobab.fc2web.com/sub4-LPL.htm#LPL
http://hobab.fc2web.com/sub2-lipoprotein.htm#%83%8A%83%7C%92%60%94%92
http://hobab.fc2web.com/sub2-fuhouwasibousann.htm#TG
http://hobab.fc2web.com/sub2-fuhouwasibousann.htm#TG
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88%E3%82%AB%E3%82%A4%E3%83%B3


（リンホトキシンβ）の3種類でありま

す。TNF-αは主にマクロファージにより

産生され、固形がんに対して出血性の壊

死を生じさせるサイトカインとして発

見されました。腫瘍壊死因子といえば一

般にTNF-αを指します。これらの分子は

同一の受容体を介して作用し、類似した

生理作用を有します。広義にTNFファミ

リーと称する場合にはFasリガンドや

CD40リガンド等の少なくとも19種類以

上の分子が含まれます。 

り「可溶性」のことです。TNF-αは主に活

性化されたマクロファージによって産生

される他、単球、T細胞やNK細胞、平滑

筋細胞、脂肪細胞も産生します。） 

Osteocalcin（オステオカルシン） 

（オステオカルシンは、骨の非コラーゲ

ンタンパク質として25%を占める、カル

シウム結合タンパクであります。骨芽細

胞のビタミンK依存性カルボキシラーゼ

によって、タンパク質のγ-グルタミン

残基に炭酸イオンが付加されたもので

す。骨の形成やカルシウムイオンの恒常

性維持に寄与しています。ホルモンとし

ての作用もあり、膵臓のβ細胞に働いて

インスリン分泌を促したり、脂肪細胞に

働き、脂肪細胞のインスリン感受性を高

めるタンパク質であるアディポネクチ

ンの分泌を促進します。骨が形成されて

いる度合いを見るマーカーとして用い

られます。） 

Marker for mature osteoblasts 

（成熟した骨芽細胞のマーカー） 

（オステオカルシンは骨芽細胞のみから

分泌され、骨の代謝調節および骨形成促進

性に働きます。また、骨の石灰化とカルシ

ウムイオンの恒常性維持に関与します。） 

Down（抑

制） 

CRH（corticotropin-releasing 

hormone） 

（副腎皮質刺激ホルモン放出ホルモン） 

Stress mediated/feedback hormone 

release（ストレスに仲介され、フィード

バックホルモン放出）（ストレスが生ずる

と、その情報が脳の視床下部に伝えられ、

CRHが放出されて副腎皮質ホルモンが作

られるということです。） 

Down（抑

制） 

POMC（Pro-opio-melanocortin）（プロ

オピオメラノコルチン） 

（241個のアミノ酸残基からなるポリペ

Precursor of pituitary hormones（下垂体

ホルモンの前駆物質） 

（POMCの働きについては、こちらに書い

Down（抑

制） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%BC%E3%82%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A3%8A%E6%AD%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A3%8A%E6%AD%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%97%E5%AE%B9%E4%BD%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/Fas%E3%83%AA%E3%82%AC%E3%83%B3%E3%83%89
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=CD40%E3%83%AA%E3%82%AC%E3%83%B3%E3%83%89&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%BC%E3%82%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%98%E7%90%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/T%E7%B4%B0%E8%83%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/NK%E7%B4%B0%E8%83%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E6%BB%91%E7%AD%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E6%BB%91%E7%AD%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%82%E8%82%AA%E7%B4%B0%E8%83%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AA%A8%E8%8A%BD%E7%B4%B0%E8%83%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AA%A8%E8%8A%BD%E7%B4%B0%E8%83%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%9C%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%82%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%9C%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%82%BC
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%89%B1%E8%B3%AA%E5%BD%A2%E6%88%90&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%9D%E3%83%8D%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%9D%E3%83%8D%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AA%A8%E8%8A%BD%E7%B4%B0%E8%83%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9F%E3%83%8E%E9%85%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%83%9A%E3%83%97%E3%83%81%E3%83%89


プチド前駆体。285個のアミノ酸残基か

らなるポリペプチドのプレプロオピオ

メラノコルチン(pre-POMC)から作られ

ます。） 

てあります。） 

Prolactin（プロラクチン）（乳腺刺激ホ

ルモン） 

Hormone critical for reproduction（プロ

ラクチン） 

Down（抑

制） 

【補足】プロラクチンは、英語で縮めてPRLと書きます。女性も男性も主に下垂体前葉のプロラク

チン分泌細胞（lactotroph）から分泌しています。 

泌乳に対しては乳腺の分化と発達を促します。思春期において、乳管の分枝構造を発達させます。

また妊娠期には乳腺葉を発達させます。乳汁合成のときは、カゼインやラクトアルブミンなどのタ

ンパク質合成を促進します。赤ちゃんの吸引刺激に応じて乳汁を分泌します。妊娠維持のときには、

胎盤ができるまでは卵巣に残された黄体（妊娠黄体）を刺激してプロゲステロン分泌を維持させま

す。このプロゲステロンの作用は排卵を抑え、また子宮内膜を肥厚させることです。妊娠8週ころに

なると妊娠黄体の機能は低下を始めて、今度は「胎盤」から黄体ホルモンが分泌されることで妊娠

の継続が可能になるのです。 

女性の母性行動については、赤ちゃんに対する敵から守り、敵に対する攻撃性を強めます。夫に対

しても攻撃的になります。さらに免疫を高め、浸透圧調節も行い、血管新生にも関わります。つい

でに書けば、男性でプロラクチン値が高い場合には、インポテンツ（ED）や、性欲低下が現れます。

男性の場合は、射精オーガズムの後に、急速に性欲を失う原因となっています。） 

Proliferin（プロリフェリン） 

（英語で縮めてPLFといいます。プロラ

クチンや成長ホルモンとの関わりがあ

ると同時に、細胞の増殖にも関わりがあ

るので、この遺伝子によって作られるタ

ンパクはプロリフェリンと呼ばれてい

るのです。） 

Angiogenesis（血管新生）（成長や分化に

必要である血管新生に関わっていること

はわかっています。プロリフェリンは、成

長ホルモン(GH)、胎盤性ラクトジェンお

よびプロラクチンと同一の遺伝子ファミ

リーであり、GH／PRLファミリーと呼ば

れています。哺乳動物の胎盤では，このフ

ァミリーに属する多種類の蛋白が見出さ

れています。プロリフェリンが属するファ

ミリーの大部分は特定の動物種にのみ見

出される不可思議な進化を遂げた蛋白で

あります。 

Down（抑

制） 

Glycoprotein hormone α-subunit（グリ

コプロテインαサブユニット） 

Common subunit of gonadotropin 

hormones（性腺刺激ホルモンの共通サブ

ユニット）（サブユニットとは、高分子を

成り立たせる基本単位の分子のことで

す。） 

Down（抑

制） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8B%B1%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8B%E5%9E%82%E4%BD%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%B3%E8%85%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A6%8A%E5%A8%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%B3%E6%B1%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%82%BC%E3%82%A4%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%82%AF%E3%83%88%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%96%E3%83%9F%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A6%8A%E5%A8%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B2%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%AD%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8E%92%E5%8D%B5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AF%8D%E6%80%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BB%E6%92%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%8D%E7%96%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B8%E9%80%8F%E5%9C%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%80%E7%AE%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%84%E7%B2%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%84%E7%B2%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%80%A7%E6%AC%B2


【補足】性腺刺激ホルモンのLH（黄体化ホルモンとか黄体形成ホルモンともいいます）、FSH（卵

胞刺激ホルモン）、hCG（ヒト絨毛性ゴナドトロピン、英語で“Human chorionic gonadotropin”

といいます。ゴナドトロピンは性腺刺激ホルモンの意味です。）は糖タンパク質で、タンパク質サ

ブユニットの二量体のそれぞれが糖と結合しています。そのタンパク質二量体にはα及びβサブユニ

ットと呼ばれる2つのポリペプチドユニットでできています。この構造はTSH（甲状腺刺激ホルモ

ン）に似ています。これらのホルモンの糖の部分はフルクトース、ガラクトース、マンノース、ガ

ラクトサミン、グルコサミン、から成り立っています。LHの半減期はたったの20分であります。そ

してLHの生物学的半減期に重大な影響を与えるのは糖であるシアル酸から成り立っています。） 

IL-6（インターロイキン６） 

（マクロファージ、Tリンパ球、Bリン

パ球、線維芽細胞などで産生されるサイ

トカインです。免疫応答に関わり、造血

幹細胞の増殖と分化を制御していま

す。） 

Proinflammatory cytokine（炎症促進性サ

イトカイン）（サイトカインとは、リンパ

球やそのほかの免疫に関わる細胞から分

泌される液性因子で様々な細胞を活性化

します。そして生体の免疫機構を全体に作

用し、制御します。） 

Down（抑

制） 

IL-8（インターロイキン８） 

（ケモカインの一つであります。ケモカ

インとは、サイトカインのうち、白血球

を炎症巣に遊走させる働きを持つ因子

です。その分子中にアミノ酸のシステイ

ン（C）の存在によってCXCX、CC、C、

CX3C、ケモカインの４つのサブファミ

リーがあります。各サブファミリー名に

リガンドのLをつけます。リガンドとは、

細胞の受容体に特異的に結合する低分

子物質です。50種類以上のケモカインが

存在しますが、その作用は多様です。） 

Proinflammatory cytokine（炎症促進性サ

イトカイン）（別名、好中球活性化因子と

もいいます。好中球を炎症の現場に遊走さ

せたり、好中球の貪食作用を活性化させま

す。別名、CXCL8ともいいます。CXCL8

のLは、リガンドのLです。つまりリガン

ドが細胞の受容体にひっつくと、情報が細

胞に伝わり、その細胞の核の遺伝子をON

にして様々なタンパクを作ることができ

るのです。） 

Down（抑

制） 

Collagenase（コラゲナーゼ） 

（コラーゲンやゼラチンを分解するタ

ンパク分解酵（プロテアーゼ）でありま

す。従って、コラーゲンというタンパク

を分解するのでコラゲナーゼといいま

す。細胞のあらゆる基質に存在するタン

パク分解酵素です。） 

Matrix protease（マトリックスプロテア

ーゼ） 

（マトリックスプロテアーゼの多くは、金

属を含んでいます。それをマトリックスメ

タロプロテアーゼといいます。英語で、

Matrix metallo-proteinaseといい、略して

MMPと書きます。） 

Down（抑

制） 

【補足】（メタロプロテアーゼは、酵素の活性を中心に金属イオンが配座し、その活性中心には亜

鉛イオン(Zn2+)やカルシウムイオン(Ca2+)が含まれています。コラーゲンやプロテオグリカン、エラ

スチンなどから成る細胞の外にある古くなったり傷ついたりしたマトリックス(基質)の分解をはじ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B3%96%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B3%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%83%9A%E3%83%97%E3%83%81%E3%83%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AC%E3%83%A9%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%B3%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AC%E3%83%A9%E3%82%AF%E3%83%88%E3%82%B5%E3%83%9F%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AC%E3%83%A9%E3%82%AF%E3%83%88%E3%82%B5%E3%83%9F%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%82%B5%E3%83%9F%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E7%89%A9%E5%AD%A6%E7%9A%84%E5%8D%8A%E6%B8%9B%E6%9C%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%82%A2%E3%83%AB%E9%85%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%BF%E3%83%AD%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%86%E3%82%A2%E3%83%BC%E3%82%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B4%BB%E6%80%A7%E4%B8%AD%E5%BF%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%85%8D%E5%BA%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%9C%E9%89%9B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%9C%E9%89%9B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%82%B7%E3%82%A6%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%82%B2%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%86%E3%82%AA%E3%82%B0%E3%83%AA%E3%82%AB%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%81%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%81%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%B0%E8%83%9E%E5%A4%96%E3%83%9E%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B9


めとし、細胞表面に発現する傷ついたタンパク質の分解、古くなった生理活性物質のプロセシング

などその作用は多岐にわたります。MMPファミリーに属する酵素は分泌型と膜結合型の二種類に分

類されます。分泌型MMPは産生後、分泌細胞から離れたところにおいても働きますが、膜結合型は

細胞表面に発現しているので活動範囲は狭いのです。） 

ICAM-1 (Intercellular Adhesion 

Molecule 1)（細胞間接着分子、CD54と

もいいます。） 

（免疫系の細胞間相互作用を司る接着

分子の一つで、リガンドであるLFA-1

（lympho-cyte function associated 

antigen-1）と共同してリンパ球の抗原

提示細胞への結合や、活性化リンパ球の

血管内皮細胞への結合に関与します。さ

らに血管内皮細胞、胸腺上皮細胞その他

の上皮細胞、線維芽細胞などのさまざま

な細胞にICAMは認められ、各種炎症性

サイトカイン（IL-1、TNFあるいはIFN-

γ）によりその発現が増強されます。近

年、敗血症、膠原病、癌転移などの病態

における接着分子の役割が注目されて

います。） 

Inflammatory response（炎症反応） 

（近年、炎症の発症メカニズムにおいて、

接着分子の関与が注目されています白血

球がケモカインにより炎症部位へ遊走し

移行・浸潤するには、まず血管内皮に接着

することが必要であり、接着分子はその接

着作用に不可欠であります。特にICAM-1

は、種々の炎症性疾患に重要な役割を果た

しています。ICAM-1 (CD54) は75～

115kd の糖タンパクで、主に血管内皮細

胞に発現を認め、そのリガンドである

LFA-1を有する白血球との接着に関与す

るIgスーパーファミリーに属する分子で

あります。IFN、IL-1、TNF等の炎症性サ

イトカインにより発現が増強され、免疫応

答初期で作用しています。消化器癌、造血

器腫瘍等でも発現し、転移時の他臓器浸潤

に関与していることが分かっています。） 

Down（抑

制） 

 

次に、投与されすぎたステロイド（グルココルチコイド）が、心臓の血管や動脈硬化に

影響を与える遺伝子の働きについてひとつひとつ具体的に説明していきます。言い換える

と、そのような遺伝子の発現の ON/OFF が行われているかを明らかにしたいと思います。

下の表は、著名な心臓学者によって研究された成果であります。下の表の“Increase”と

いう意味はステロイドによって発現が高まり、“Decrease”というのは発現が低下すると

いう意味です。上の表の“Up”が“Increase”という意味であり、“Down”が“Decrease”

と同じ意味になります。この表の“Effect”という意味は、上の表の“Function”と同じ

であります。また下の表の“in vitro”は「動物実験において」という意味であり、“in vivo”

は「人体において」であるという意味です。人体において実験ができないステロイドの作

用について、動物を用いて実験したのが“in vitro”であります。 

 

Table 1 

Effects of glucocorticoids on cardiovascular risk factors and atherosclerotic mediators

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E7%90%86%E6%B4%BB%E6%80%A7%E7%89%A9%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%BB%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%B0&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%BB%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%B0&action=edit&redlink=1


（コルチコイドが心血管の病気の発現を促す危険因子に及ぼす影響と動脈硬化を引き起こ

す仲介因子に及ぼす影響） 

 

 

 

Risk factor/mediator Effect Evidence 

Metabolic（代謝）（代謝とは簡単にいえば、古いものと新しいものが入れ替わることであります。

従って新陳代謝のことです。生体内の物質とエネルギーの変化であります。代謝によって外界から

取り入れた物質を基にして合成と分解を行い、そのためにはエネルギー消費すると同時に、新しく

エネルギーが生産されるのです。） 

Visceral obesity（内臓肥満）（脂肪細胞は英語で

“adipocyte”といい、細胞質内に脂肪滴を有する細胞の

ことです。脂肪細胞には白色と褐色があります。白色脂肪

細胞は単胞性脂肪細胞といい、脂肪を貯蔵する仕事をしま

す。一方、褐色脂肪細胞は多胞性脂肪細胞といい、細胞小

器官が発達しているので、代謝型の脂肪細胞といいます。

冬眠する動物では多胞性脂肪細胞を主体とする脂肪組織

を冬眠腺と呼びます。脂肪組織に多くの脂肪幹細胞が見出

され、脂肪幹細胞移植など再生医療のセルソース（細胞源）

となっています。脂肪酸が脂肪細胞へ運ばれて脂肪細胞が

成熟します。また、グルコースが脂肪細胞へ取り込まれる

と脂肪酸が合成されます。脂肪細胞は、インスリン受容体

を介さずにグルコースの取り込みを促進し、さらに、イン

スリン受容体の感受性を良くするアディポネクチンを分

泌します。高カロリー摂取や運動不足などによって脂肪細

胞は次第に肥大化していき、肥大化脂肪細胞となり、これ

が内臓に溜まると内臓肥満になっていくのです。また、脂

肪細胞も細胞分裂し、脂肪細胞の数も増加します。白色脂

肪細胞はヒトにおいて250-300億個あります。） 

Increase 

Human adipocytes in 

vitro 

Animals in vivo 

Low-density lipoprotein cholesterol（低密度リポタンパ

クコレステロール）（臨床の場ではLDLコレステロール

やLDLと呼ばれます。LDLは、リポタンパク質の中でコ

レステロール含有量が最も多く、末梢組織にコレステロー

ルを供給します。そのため、悪玉コレステロールとも呼ば

れます。LDLが酸化すると酸化LDLになり、さらに変性

や糖化することによってLDL受容体への親和性を失いま

Increase Healthy humans in vivo 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8B%B1%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%B0%E8%83%9E%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E8%84%82%E8%82%AA%E6%BB%B4&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%B0%E8%83%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%AC%E7%9C%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%82%E8%82%AA%E7%B5%84%E7%B9%94
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%82%E8%82%AA%E7%B5%84%E7%B9%94
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%82%E8%82%AA%E5%B9%B9%E7%B4%B0%E8%83%9E%E7%A7%BB%E6%A4%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%82%E8%82%AA%E9%85%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%AA%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%9D%E3%83%8D%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%B0%E8%83%9E%E5%88%86%E8%A3%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%85%B8%E5%8C%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%89%E6%80%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%89%E6%80%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B3%96%E5%8C%96


す。その場合、スカベンジャー受容体などを経てマクロフ

ァージに取り込まれ、マクロファージの機能を変化させる

ことにより動脈硬化症を発症します。） 

High-density lipoprotein cholesterol（高密度リポタンパ

クコレステロール）（血管内皮細胞など末梢組織に蓄積し

たコレステロールを肝臓に運ぶ働きがあります。その結

果、動脈硬化を抑える働きをするので、善玉コレステロー

ルと呼ばれます。） 

Increase Healthy humans in vivo 

Triglycerides（トリグリセリド） Increase Healthy humans in vivo 

Insulin resistance/glucose intolerance（インスリン抵抗

性・糖耐性） 

Increase Healthy humans in vivo 

Vascular tone/oxidative stress（血管緊張・酸化ストレス） 

Blood pressure（血圧） Increase Healthy humans in vivo 

Endothelial function（血管内皮細胞の機能）（血管内皮

とは、血管の内表面を構成する扁平で薄い細胞の層で、血

液の循環する内腔と接しています。これらの細胞は心臓か

ら毛細血管まで全ての循環器系の内壁に並んでいます。小

さな血管と毛細血管では内皮細胞はもっぱら1種類の細胞

しかみられません。内皮細胞は様々な仕事をすると同時

に、様々な疾患にも関わっています。例えば、血管収縮と

血管拡張による血圧のコントロールや、血液凝固や、血栓

症や、繊維素溶解や、アテローム性動脈硬化症や、血管新

生(angiogenesis)や、炎症と腫脹（浮腫）などに関わって

おります。 

血管内皮細胞はまた、血流にある物質や白血球を血管の内

から組織へと運ぶ仕事もしています。いくつかの器官で高

度に分化して濾過機能に特化した血管内皮細胞があり、そ

のような独特な内皮構造には腎臓の糸球体や血液脳関門

があります。適切な血管内皮細胞の機能の消失は血管病の

目印であり、しばしばアテローム性動脈硬化症を引き起こ

します。 

Impaired Healthy humans in vivo 

NADH/NADPH oxidase（NADH・NADPH 酸化酵素）

（NADHにリン酸が付加したものがNADPHです。どちら

も化学的性質は同じだと考えていいのです。NADは、英

語で“nicotinamide adenine dinucleotide”の略で、「ニ

コチンアミド・アデニン・ジヌクレオチド」といいます。

Variable Human vascular cells in 

vitro 
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NADは、全ての真核生物にあり、ミトコンドリアで用い

られる電子伝達体となっております。さまざまな脱水素酵

素の補酵素として機能し、酸化型は、NAD+かNADで示し

ます。還元型は、NADHかNADPHで示し、ニコチンアミ

ド・アデニン・ジヌクレオチドはこの還元型と酸化型の2

つの状態を取り得るのです。略号であるNAD+（あるいは

NADでも同じ）のほうが論文や口頭でも良く使用されて

います。またNADH2とする人もいるが間違いではありま

せん。NADHオキシダーゼは、細胞膜に結合している酵

素複合体であり、細胞膜や貪食細胞膜にみられます。元来、

貪食細胞は病原体が人体に入ってくると、病原体を取り込

んだ時にスーパーオキサイドを作り、過酸化水素を作り、

最終的に活性酸素を発生します。これらの物質の働きで病

原体が殺されます。ところが、マクロファージは病原体の

みならずコレステロールをも取り込んでしまいます。動脈

硬化は、コレステロールを蓄えたマクロファージ(泡沫細

胞)が血管内膜に集積することで起こります。泡沫細胞と

は、LDLコレステロール（悪玉コレステロール）が血管

組織内に多量に溜まると、変性LDLコレステロールに変

化するのですが、この変性LDLコレステロールがマクロ

ファージ（大食細胞）によって食べられた後の大食細胞の

ことであります。NADHオキシダーゼは活性酸素を生産

し、アクチンを重合させることでマクロファージを血管壁

に接着します。これはNADHオキシダーゼ阻害剤や抗酸

化物質で排除されます。このようにNADHオキシダーゼ

は動脈硬化症の主な原因となります。） 

Inducible nitric oxide synthase（誘導性一酸化窒素合成

酵素）（一酸化窒素合成酵素は英語の略語でNOSと書き

ます。窒素酸化物である一酸化窒素（NO）の合成に関与

する酵素です。NOは単純な化学的構造を持つ分子であり

ますが、人体においては常温では気体の状態で存在し、生

体膜を自由に通り抜けて細胞情報伝達因子として機能し

ています。NOはアポトーシス、血圧変動などに関わって

います。NOSは常時細胞内に一定量存在する構成型

NOS(cNOS)と炎症やストレスにより誘導される誘導型

NOS(iNOS、NOS2)に分類されます。cNOSの“c”は、

Decrease Human and animal 

endothelial cells in vitro 
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“constitutive”の頭文字であり、構成的という意味で、

構造に一部になっているのです。さらにcNOSには、神経

型のnNOS(NOS1)と、血管内皮型のeNOS(NOS3)が存在

します。“nNOS”の“n”は“neuron”の頭文字であり、

神経という意味です。“eNOS”の“e”は“endothelial”

の頭文字であり、血管内皮の意味です。NOSの補酵素と

してカルモジュリンや上に述べた還元型ニコチンアミ

ド・アデニン・ジヌクレオチドリン酸(NADPH)が働いて

います。NOの機能は血管拡張作用と血小板凝集作用があ

ります。） 

Endothelial nitric oxide synthase（血管内皮細胞一酸化

窒素合成酵素） 

Variable Human in vitro 

Endothelin-1（エンドセリン１）（血管内皮細胞由来の21

個アミノ酸から出来ているペプチド。このペプチドは血管

収縮作用を持つ。平滑筋収縮因子のひとつ。） 

Increase Animal vascular 

endothelial cells in vitro 

Endothelin-1 receptor（エンドセリン１受容体）（エンド

セリン (endothelin) は、血管内皮細胞由来のペプチドで、

強力な血管収縮作用を有するオータコイドの一種であり

ます。オータコイドとは体内で産生され微量で生理・薬理

作用を示す生理活性物質のうち、ホルモンおよび神経伝達

物質以外のものの総称であります。エンドセリンは肺高血

圧、心不全、腎不全といった病態との関連が指摘されてい

ます。エンドセリン受容拮抗薬である "bosentan" は肺動

脈性肺高血圧症の治療薬として使用されています。） 

Decrease Animal vascular smooth 

muscle cells in vitro 

Angiotensinogen（アンジオテンシノーゲン）（アンジオ

テンシンには I～IV の 4 種が存在し、これらのうち、ア

ンジオテンシン II～IV は心臓の収縮力を高め、細動脈を

収縮させることで血圧を上昇させます。なお、アンジオテ

ンシン I には血圧を上昇させる効果はないことを知って

おいてください。アンジオテンシンの原料となるアンジオ

テンシノーゲン (angiotensinogen) は肝臓や肥大化した

脂肪細胞から産生・分泌されます。 このアンジオテンシ

ノーゲンは、腎臓の傍糸球体細胞から分泌されるタンパク

質分解酵素であるレニンの作用によって、アミノ酸 10残

基から成るアンジオテンシン I がまず作り出されます。

このアンジオテンシンⅠは血圧を上げることができない

Increase Human adipocytes in 

vitro 

Animal adipocytes in 

vitro 
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ので、その後、これがアンジオテンシン変換酵素の ACE

（angiotensin converting enzyme と書き、略語で ACE

となります）とキマーゼ、カテプシン G の働きによって

C末端の 2残基が切り離され、アンジオテンシン II に変

換されます。 

アンジオテンシン I は血圧上昇作用を有さず、アンジオ

テンシン II が最も強い血圧上昇作用を持ちます。アンジ

オテンシン III は II の 4 割程度の活性で、IV はさらに

低いのです。また、アンジオテンシン II は副腎に作用し

て、鉱質コルチコイドで血液におけるナトリウムとカリウ

ムのバランスを制御するアルドステロンを分泌させます。

また、脳下垂体に作用し利尿を抑えるホルモンであるバソ

プレッシン(ADH)が分泌されます。 

アンジオテンシン II は副腎皮質にある受容体に結合する

と、副腎皮質からのアルドステロンの合成・分泌が促進さ

れます。このアルドステロンの働きによって、腎臓の集合

管でのナトリウムの再吸収を促進し、これによって体液量

が増加する事により、血圧上昇作用をもたらします。また、

脳下垂体後葉から分泌されるバソプレッシン(ADH)の分

泌を促進し、水分の再吸収を促進することにより、さらに

血圧上昇作用をもたらします。アンジオテンシン II には

血圧上昇作用があるため、これを作らせないか、またはそ

の作用をブロックする化合物ができれば血圧降下剤とし

て用いることができます。アンジオテンシン変換酵素 

(ACE) の働きを止めるタイプの薬剤を ACE 阻害薬 

(angiotensin converting enzyme inhibitor 、 ACE 

inhibitor) と呼びます。またアンジオテンシン II の受容

体に結合し、その作用をブロックするタイプの薬剤をアン

ジオテンシン II 受容体拮抗薬  (angiotensin receptor 

blocker, ARB) と言います。いずれも臨床上重要な降圧剤

として広く用いられています。また近年、これらの前の段

階である、レニンを阻害するタイプの降圧剤も登場してい

ます。 

Angiotensin-converting enzyme（アンジオテンシン変換

酵素） 

Increase Animal vascular smooth 

muscle cells in vitro 

Angiotensin II type I receptor（アンジオテンシン２タイ Increase Animal vascular smooth 
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プ１受容体） muscle cells in vitro 

Alpha-1 adrenergic receptor（アルファ１アドレナリン受

容体）（アドレナリンは副腎髄質より分泌されるホルモン

であり、また、神経節や脳神経系における神経伝達物質で

もあります。交感神経が興奮した状態、すなわち「闘争か

逃走か (fight-or-flight)」のホルモンと呼ばれます。動物

が敵から身を守る、あるいは獲物を捕食する必要にせまら

れるなどといった状態に相当するストレス応答を、全身の

器官に引き起こします。アドレナリン受容体は現在、αは

α1、α2の２種類と、βはβ1、β2、β3の３種類と、更にαは3

つずつのサブタイプに分類されています。これらサブタイ

プは、次のように分類されております。 

α1（α1A、α1B、α1D） - 血管収縮、瞳孔散大、立毛、前立

腺収縮などに関与 

α2（α2A、α2B、α2C） - 血小板凝集、脂肪分解抑制のほか

様々な神経系作用に関与 

β1 - 心臓に主に存在し、心収縮力増大、子宮平滑筋弛緩、

脂肪分解活性化に関与 

β2 - 気管支や血管、また心臓のペースメーカ部位にも存在

し、気管支平滑筋の拡張、血管平滑筋の拡張(筋肉と肝臓)、

子宮の平滑筋等、各種平滑筋を弛緩させ、および糖代謝の

活性化に関与 

β3 - 脂肪細胞、消化管、肝臓や骨格筋に存在する他、アド

レナリン作動性神経のシナプス後膜にもその存在が予想

されています。基礎代謝に影響を与えているとも言われて

います。 

ノルアドレナリンが褐色脂肪細胞上のβ3受容体に結合す

ると、UCP1（脱共役タンパク質）が生成され、ミトコン

ドリアで脱共役が起こり、熱が産生されます。動物の冬眠

時に良く見られる運動に伴わない熱産生の手段でありま

す。日本人を含めた黄色人種ではβ3受容体の遺伝子に遺伝

変異が起こっていることが多く、熱を産生することが少な

い反面、エネルギーを節約し消費しにくいことから、この

変異した遺伝子を節約遺伝子と呼びます。） 

Increase Animal vascular smooth 

muscle cells in vitro 

Prostacyclin E2（プロスタサイクリンE2）（人体の組織

でアラキドン酸から作られ、抗凝血作用や血管拡張作用が

Decrease Animal vascular smooth 

muscle cells in vitro 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%AF%E8%85%8E#.E5.89.AF.E8.85.8E.E9.AB.84.E8.B3.AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%83%AB%E3%83%A2%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%83%AB%E3%83%A2%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%B5%8C%E7%AF%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%B5%8C%E4%BC%9D%E9%81%94%E7%89%A9%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%A4%E6%84%9F%E7%A5%9E%E7%B5%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%88%88%E5%A5%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%96%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%83%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%8D%E7%AB%8B%E8%85%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%8D%E7%AB%8B%E8%85%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%82%E8%82%AA%E7%B4%B0%E8%83%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A4%90%E8%89%B2%E8%84%82%E8%82%AA%E7%B4%B0%E8%83%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%B1%E5%85%B1%E5%BD%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%AA%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%AA%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%AC%E7%9C%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%AC%E7%9C%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%BA%E4%BC%9D%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%89%E7%95%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E7%90%86%E7%9A%84%E7%86%B1%E9%87%8F


あるホルモン様物質。別名プロスタグランジンI2） 

Homeostasis（恒常性）（恒常性とは、生物体が体内環境を一定範囲に保つ働きであります。恒常

性は生物のもつ重要な性質のひとつで生体の内部や外部の環境因子の変化にかかわらず生体の状態

が一定に保たれるという性質、あるいはその状態を指します。生物が生物である要件のひとつであ

るほか、健康を定義する重要な要素でもあり、生体恒常性とも言われます。 

恒常性の保たれる範囲は体温や血圧、体液の浸透圧やpHなどをはじめ病原微生物やウイルスといっ

た異物（非自己）の排除、創傷の修復など生体機能全般に及びます。恒常性が保たれるためにはこ

れらが変化したとき、それを元に戻そうとする作用、すなわち生じた変化を打ち消す向きの変化を

生む働きが存在しなければならないのですが、これを、負のフィードバック作用と呼びます。この

作用を主に司っているのが間脳視床下部であり、その指令の伝達網の役割を自律神経系や内分泌系

（ホルモン分泌）が担っています。） 

Platelet activator inhibitor-1（血小板活性化阻害１） Increase Human adipocytes in 

vitro 

Von Willebrand factor（ヴォン・ヴィレブランド因子）

（血液凝固因子で血管内皮細胞によって分泌されます。血

漿中にあり、血管損傷部位で血小板が血管内皮下組織のコ

ラーゲンに粘着するのを促します。血漿中で第Ⅷ因子と複

合体を形成し、第Ⅷ因子の活性化の低下を防いでいます。） 

Increase Human endothelial cells 

in vitro 

Cellular adhesion molecules ICAM-1, ELAM-1（細胞接

着分子 Inter cellular adhesion moleculeの略がICAMで

あり、細胞間接着分子という意味で、Endothelial 

leukocyte adhesion moleculeの略がELAMであり、血管

内皮白血球接着分子です。）（人体は38兆個の細胞でで

きています。毎日人体は必要な細胞同士がコミニュケーシ

ョンを取るためには必ず接着する必要があるのです。） 

Decrease Human endothelial cells 

in vitro 

Plasma matrix metalloproteinases MMP-2,9（プラズマ

マトリックスメタロプロテアーゼ２、９）（MMPは30種

類近くあります。マトリックスという意味は基質です。基

質というのは細胞の間にある細胞間物質であります。組織

は細胞だけで成り立っているのではなくて、細胞の外にあ

る組織を結合組織といい、基質から成り立っています。プ

ロテアーゼというのは、このマトリックスにある様々なタ

ンパクを分解したり、細胞表面に発言するタンパク質を分

解したりします。） 

Decrease Healthy humans in vivo 

Circulating cytokines IL-1,2,6 and TNF-alpha（血中に

循環しているサイトカインの中のインターロイキン１、

Decrease Depressed humans in 

vivo 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%81%A5%E5%BA%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%80%E5%9C%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B8%E9%80%8F%E5%9C%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%B4%E7%B4%A0%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%B3%E6%8C%87%E6%95%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%AE%E7%94%9F%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%89%B5%E5%82%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%90%E3%83%83%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%93%E8%84%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%93%E8%84%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E5%BE%8B%E7%A5%9E%E7%B5%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%83%AB%E3%83%A2%E3%83%B3


２、６とTNF-α） Rheumatoid arthritis 

humans in vivo 

C-reactive protein（C活性タンパク質）（体内で炎症反応

や組織の破壊が起きているときに血中に現れるタンパク

質。肺炎球菌のC多糖体と結合するためこの名がある。

CRPと略称されます。C反応性蛋白は細菌の凝集に関与

し、補体の古典的経路を活性化する作用を有します。CRP

のコーナーを読んでください。） 

Increase Human hepatocytes in 

vitro 

Variable Animals in vivo 

Decrease Rheumatoid arthritis 

humans in vivo 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%82%8E%E7%97%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%82%BA%E7%82%8E%E7%90%83%E8%8F%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A3%9C%E4%BD%93

